
使用電力は再生可能エネルギー等の脱炭素エネルギー100%へ！

福島県2050年カーボンニュートラルロードマップについて 資料１

▲１９%

実質
排出量ゼロ！

各部門の温室効果ガス排出量削減目標値 単位 千t-CO2/年
削減目標値と対2013年度削減率

▲５０％
▲７５％

産業部門
(製造業、建設業
農林水産業 等)

運輸部門
(自家用車、物流、
公共交通 等)

民生業務部門
(事務所、ホテル、
店舗、学校 等)

民生家庭部門

廃棄物・その他

5,666
(30.3%)

5,174
▲9% 3,623

▲36%
2,699
▲52%

4,237
(22.7%)

3,977
▲6% 2,693

▲36%

3,382
(18.1%)

2,976
▲12%

3,537
(18.9%)

2,806
▲21%

1,882
(10.1%)

1,872
▲1%

1,231
▲64%

1,293
▲63%

1,001
▲47%

887
▲79%

748
▲78%

597
▲83%

659
▲65%

624
▲89%

164
▲96%

21
▲99%

95
▲97%

397
▲79%

2013         2018 2030 2040 2050
年度 年度 年度 年度 年度

照明のLED化
省エネ機器導入
（製造業モーター）
ﾄｯﾌﾟﾗﾝﾅｰ比率現状→75％等

次世代自動車の導入
（自家用車等）
普及率 21% → 45%
（貨物）
普及率現状→ 10% 等

次世代自動車の導入
（自家用車等）
普及率 45% → 100%
（貨物）
普及率 10% → 60% 等

省エネ家電の普及
ZEHの導入（戸建）
普及率 4% → 24% 等

代替フロンの回収率 75%
ごみ排出量を全国平均値
以下に削減
1,081→860（推計）g/人日等

省エネ機器の開発・導入
照明のLED化
省エネ機器導入
（製造業モーター）
ﾄｯﾌﾟﾗﾝﾅｰ比率 75%→ 90% 等

ヒートポンプの導入
普及率 10％ → 60%
照明のLED
普及率 40% → 100% 等

省エネ家電の普及
ZEHの導入（戸建）
普及率 0% → 4% 等

省エネ家電の普及
ZEHの導入（戸建）
普及率 24% → 33% 等

再エネ由来燃料の実用化
省エネ機器の開発・導入
照明のLED化
省エネ機器導入
（製造業モーター）
ﾄｯﾌﾟﾗﾝﾅｰ比率 90%→100% 等

ヒートポンプの導入
普及率 60% → 90%
照明のLED
普及率 100% → 100% 等

次世代自動車の導入
（自家用車等）
普及率 100% → 100%
（貨物）
普及率 60% → 80% 等

再エネ等導入
による削減

▲3,205

▲810

▲1,052

▲571

1,300
▲93%

18,703 16,805
▲10%

9,842
▲47%

5,589
▲70%

1,300
▲93%

合計

1,300
森林吸収量

ヒートポンプの導入
普及率現状 → 10%
照明のLED
普及率 40% 等

※再エネ等調整後

代替フロンの回収率 83%
ごみ排出量をさらに削減

等

代替フロンの回収率 90%
ごみ排出量をさらに削減

等

カーボンニュートラルとは、温室効果ガスの排出量から森林による吸収量を差引いて実質ゼロにすることを意味し、ロードマップは2050年度のカーボンニュートラル
を実現するために、誰がどのような対策をどのように実施する必要があるのかについて、将来予測モデルを利用して定量的に検討し、県民・事業者・行政等あらゆる
主体が取り組むべき対策をわかりやすく示したものです。

森林吸収量を
差引いた削減率

▲760

▲1,249▲1,131

▲75

▲404

▲686

▲435

▲1,029

▲869

▲10▲14

省エネ機器導入等
による削減

▲663
▲1,611

▲1,731

▲675

▲628 ▲748
▲14

▲1,723
▲1,590

▲343
▲858

▲907

▲563
▲1,466 ▲1,578

現状以上の対策を行わない場合の予測値
削減目標値


